
２０１９年  ４月 ２１日 ≪イースター礼拝≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美  聖歌１７１番 & ～ハレルヤ！主をほめよ～ 

ヤベツの祈り 

聖  書  ➀ルカによる福音書23章39～46節                                                                            

      ➁コリント人への第二の手紙４章７～15節 

特別賛美  上田カルバリー聖歌隊「ホザナ！」 

メッセージ  ➀「イエスを王と認めた男」大川従道牧師                                                                                                                                      

      ➁「共に生きてくださる主」石井 潤牧師 

献  金  聖歌１７２番 ＆ ～愛する主の～ 

祝  祷              〔献金当番：青木姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美    ～生ける限り～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．ハレルヤ！死を打ち破り今も生きておられる主イエス様をほめたたえます！ 

２．本日はイースター礼拝です。午後は昼食後１時～聖歌隊の練習が行われます。 

３．明日は午前 11時半～、長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会が行われます。 

４．今週の祈祷会：☆明朝６時～、早天祈祷会。☆木曜朝 10 時半、ボーマン・

ルリ子師。夜 7時半、原田伝道師(大和祈祷会映像)。☆土曜夜８時～、準備祈祷会。 

５．来週の日曜日はこの教会の献堂記念礼拝となります（29日で満 22年）。 

 

 
    

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔４/２１～/２８〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
サムエル下 
１－３章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１２章 

１３・ 
１４章 

１５・ 
１６章 

１７・ 
１８章 

１９－ 
２１章 

新約 
ルカ１８： 
１－１７ 

１８：１８
－４３ 

１９：１ 
－２８ 

１９：２９
－４８ 

２０：１ 
－２６ 

２０：２７
－４７ 

２１：１ 
－１９ 

２１：２０ 
－３８ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

５/１(水)･２(木):大和教会の献堂記念聖会(講師は三坂先生) 

５(日):誕生祝福式･聖餐式/執事会 １２(日):母の日/バーベキュー(教会前) 



 
 
 
 
 
 
 

「こういうわけで、私たちは決して失望しない。私たちの肉体はだんだん衰えていっ
ても、私たちのうちにある本当の命は、日ごとに新しくされ、若やいでいく。今の私

たちの苦しみや悩みは、やがて過ぎ去る苦悩であって、それは、いつまでも続くすば
らしい栄光をもたらすものである。だから、私たちは見える一時的なものにではなく、
目に見えないが永遠に至るものに心を留めるのである。」２コリント４：16-18〔現代訳〕 

 

イースターおめでとうございます、主イエス様のご復活を心よりお祝い致します！ 

主イエス様はご復活され、ご自身が全能の神であることを証明なさいました。しかし、主は、

その勝利を私たちと共に味わいたいと願って、私たちをも共に復活にあずかる者となるように

してくださいました。主のご復活にあずかること、それは永遠のいのちに生きることです。そして、

それが私たちに与えられた永遠の希望です。私たちはこの世の世界で終わりではない、現

在の目に見える世界にのみ生きる存在ではなく、永遠の希望に生きる存在であることを信

じられること、それこそが永遠の希望に生きることです。 

私たちはこの世の世界に生きていますが、この世の世界に属しているわけではありません。

クリスチャンとして生きるために、時には不自由さを感じることもあります。私たちは神第一に

生きるために様々な犠牲を払うこととなります。私たちは福音によって自由にされたはずなの

に、時々、この世の生活との調整に悩み、不自由さを感じることがあります。しかし、ある時、

気づかされたのですが、私たちはこの世の生活との調整に悩むことから自由にされているので

はないか。私たちには様々なこの世での関係、お付き合いがあります。しかし、それらが実は

私たちの心の自由を妨げているのではないかと考えるようになりました。この世の人々はそん

な世間のしがらみに縛られながら生きています。しかし、私たちクリスチャンはそのようなものか

ら完全に解放され自由になっているはずなのです。でも、せっかくクリスチャンになり、神の子と

され、自由にされたのに、再び、この世の考え方の奴隷となってしまっているとしたら、本当に

もったいないことだと思います。 

私たちは今、この世にあり、まだ、実際には永遠のいのちの中に生きているわけではなく、

その希望と、約束の中に生きている訳ですが、私たちの心自体は信仰によって、しっかりとそ

の希望に生きることができます。しかし、クリスチャンと自称していても、実際にクリスチャンとし

て生きられていない人が結構多いのではないかと思います（私自身も含めて）。その解放さ

れたクリスチャンとして生きるためには日々チャレンジが必要です。時々うまくいかないこともあ

るでしょう。迫害も受けるかもしれません。しかし、私たちの信仰の姿勢は前進していく必要

があります。信仰の完成者であるお方を見上げつつ…。 

「共に生きてくださる主」 
～永遠の世界に目を注ぐ～ 


